
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 枚目（表面） 

労働保険番号・法人番号を記

載してください。 

この協定が有効となる

期間を定めてくださ

い。1 年間とすること

が望ましいです。 

1 年間の上限時間を計

算する際の起算日を記

載してください。フレ

ックスタイム制を導入

する場合は、フレック

スタイム制の清算期間

の始期と一致すること

が、賃金清算が簡便と

なり望ましいと考えら

れます。 
フレックスタイム制が適用される

労働者については、その旨を明記

してください。 

フレックスタイム制が適用され

る労働者については、1 日の法定

労働時間を超える時間数を定め

る必要はありません。 

1 ヶ月の法定労働時間を超える時間数を

定めてください。フレックスタイム制が

適用される労働者については、 

(i)各月ごとに週平均 50 時間を超える時

間数 

（ii）清算期間を通じて、法定労働時間

の総枠を超える時間数（（i）を除く） 

が時間外労働として取り扱われます。 

原則として、45 時間以内となります。 

1 年の法定労働時間を超える時

間数を定めてください。フレ

ックスタイム制が適用される

労働者については、原則とし

て 360 時間以内となります。 

時間外労働と法定休

日労働を合計した時

間数は、月 100 時間

未満、2～6 か月平

均 80 時間以内でな

ければいけません。 

これを労使で確認の

上、必ずチェックを

入れてください。チ

ェックがない場合に

は有効な協定届とは

なりません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 枚目（裏面） 
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２枚目（表面） 

フレックスタイム制が適用され

る労働者については、その旨を

明記してください。 

フレックスタイム制が適用され

る労働者については、1 日の法定

労働時間を超える時間数を定め

る必要はありません。 

月の時間外労働の限度時

間（月 45 時間又は 42 時

間）を超えて労働させる

回数を定めてください。

年 6 回以内に限ります。 

限度時間（月 45 時間又は 42 時間）を超えて

労働させる場合の 1 か月の時間外労働と休日

労働の合計の時間数を定めてください。月

100 時間未満に限ります。なお、この時間数

を満たしていても 2～6 か月平均で月 80 時間

を超えてはいけません。 

限度時間（年 360 時間又は 320

時間）を超えて労働させる場合

の 1 年の時間外労働（休日労働

は含みません）の時間数を定め

てください年 720 時間以内に

限ります。 

限度時間を超えて労働させる場

合にとる手続きについて定めて

ください。 

限度時間を超えた

労働者に対し、裏

面の１（９）①～

⑩の健康確保措置

のいずれかの措置

を講ずることを定

めてください。該

当する番号を記入

し、右欄に具体的

内容を記載してく

ださい。 

管理監督者は労働者代表

にはなれません。 

協定書を兼ねる場合は労働者代表及び使用者

の署名又は記名・押印などが必要です 

労働者の過半数で組織する労働組合が無い場合には、36 協定の締結をする者

を選ぶことを明確にした上で、投票・挙手等の方法で労働者の過半数代表者

を選出し、選出方法を記載してください。 

使用者による指名や、使用者の意向に基づく選出は認められません。 

チェックボックスにチェックがない場合には、形式上の要件に適合している

協定届とはなりません。 



 

 

 

 

２枚目（裏面） 


